






















筆者はこれまでに,合科 ・総合学習の単元論の研究を行ない,その成果をい くっか発表 し
てきた。まずマクロな視点からは,多様な実践事例を明確に区分す るために,合科 ・総合学
習の四っの類型を構成 した。そこで は,類型論 の先行研究を参考 にして,①関連的指導,
②学際的研究,③総合活動,④生活学習という四類型を構成 し,その分類軸 についての理論
的根拠を述べた(田 中1986a,1987a)。次にメソレベルにおいては,上記 の研究での類型
① 「関連的指導」の事例に対象を限定 し,単元モデルを構成 した。単元モデルには,①興味
の連続 ・動機づけ型,②知識 ・技能の関連 ・協応型,③知識 ・技能の定着 ・強化型,と い う
三つのタイプを設定 した(田中1986b,1987a)。さらに現在 は,この単元モデルの構成知
識の抽出を,a.内部知識(教 材特性,活動系列パターン),b.外部知識(教 科間の関連性,
学年特性)と いう領域別に行なっている(田 中1987c)。以上の研究はすべて,各学校 の研
究紀要に掲載 された実践記録に基づいて行なわれたものである。
そこで次の段階では ミクロな視点か ら,合科 ・総合学習における各類型およびモデルに特
有な目標 ・指導法 ・教材 ・学習活動などを実証的にあきらかにする必要がある。田中(1987
b)は,滋賀大学教育学部附属中学校 の総:合学習 「びわ湖 と私たち」を事例 と して,類型
② 「学際的研究」に特徴的な目標の分析,指導法の抽出,学習活動の類型化などを行なった。








材単元」と 「経験単元」の二っに大 きく分け,さ らに前者の類型として,a.題 目単元,b.
概括単元,c.環 境や文化の重要な側面にもとつ く単元,をあげ,また後者のものとして,
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a.興 味 の中心 に もとつ く単元,b .生 徒の 目的 にもとつ く単元,c.生 徒 の必要 に もとつ
く単元,を 設定 した。 また ジョー ンズ(Jones1939)は,a.教材単 元,b.興 味 中心単元,c。
適応単元,の 三 っを提案 した。 さらにス ミス ら(Smith,eta11950)は,「教材 単元 」 の対 立
概 念 と して,思 考 の過程 を重 ん じる 「過程単元」 を新 たに提唱 し,前 者 の下位 類型 と して,
a。概観単元,b.適 応 を目的 とす る単元,そ して後者 の ものに は,a.発 見 と証 明 を 目的 と
す る単 元,b.規 範的単元,c.批判 を目的 とす る単元,を 設定 した。 この他 に も,教 師 によ り
事前 の計画性 を重視す る単元を 「資料単元」,逆に,学 習者 の活 動 の展 開 を重 視 す る単元 を
「学 習単元」 と呼 ぶ場合 もあ る。 さらに梅根(1951)は,a.系統単元(概 論的系 統 的 な知 識
・や技能 の組織 の一部),b.インフォメー シ ョン単元(問 題領域 によって一っのまとまりを持 っ
たイ ンフォメー シ ョン),c.問題単元(生 活上 の課題 の解決法を探究 し発見 しよ う とす る知
的,探 究的 な員的活動),d.生活単元(生 活意欲 を満足 させ るための実践 的 な 目的活 動),
とい う四つの類 型を出 して いる。
2)教 授 一学習過程 論
まず,教 育学 の領域 において 「単元 」 とい う用語 を始 めて用 いたヘ ルバ ル ト派 の考 え をみ
てみよ う。ヘルバル ト派に とって単元 とはチ ラー(Ziller)が命名 したよ うに 「方 法的単元 」
であ り,あ らゆる教材 に適応可能 な教授段 階 のま とま りを意 味 した。 た とえ ば ヘルバ ル ト
(Herbart)は,a,明瞭(直観),b.連 合(対 話),c.系統(講 義),d.方法(問 題解決),と
い う四段階か らな る 「教授段階 の規範」 を提案 した。 これを発 展 させて チ ラー は,a.分 析,
b.統合,c。連合,d。系統,e.方 法,の 五段階 を,さ らに ライ ン(Rein)は,a.予 備,b.
提示,c.比較,d.概 括,e.応用,の 五段 階を考案 した 。一 方 デ ュー イ(Dewey)は,単 元
とい う用語 は用 いて いないが,子 供 の活動 の まとまりを表わ す ため に,「反省 の五 段階 説 」
を唱えた。それ らは,a.難点の 自覚,b.難 点 を一層 は っきりさせ突 きとめ る,c.可 能 な い
ろいろの解 決法を想 定す る,d.想定 され た解決法 の結果 を理論 的 に(頭 の中 で)割 り出 し
てみる,e.その解決 法を採 用すべ きか否か をさ らに実際 の観察 や実験 によ って決 定す る,と
な ってい る。u)この思想 を うけてキルパ トリック(Kilpatrick)は,プロ ジェ ク ト法 を考 案
し,そ の過程 と して,a.目 的設定,b.計 画立案,c.実行,d.判 定,の 四段 階 を あ げた。 ま
たモ リソン(Morrison1926)は,中等教育段階 にお いて,a.探 査,b.提 示,c.同化,d.
組織,e.反唱,の 五段階 を提 出 した。
3)構 成要素論
アルバーテ ィ(Alberty1950)は,高等学校 におけ る 「資料 単 元 」 の形 式 と して,a.哲
学,b.資 料単元 の 目標,c.範 囲,d.資 料単元 の使用,e.生徒 の予想 され る活動 の型,f.評
価,g.教 授資料 お よび教具,h.他 の単元へ の導 き,の 八項 目を想 定 した 。 それ は,単 元 の











る。現時点では,合科 ・総合学習に特殊な単元構成のあり方を明確 にした研究はない。 した
がって,一般的な枠組で記述 していたのではその特殊性をすくいきれない。まず事例に深 く
切 り込んで,特殊な手だてを抽出することを研究の第一ステップにすべきであると考え る。
そのたあ,事例研究法が本来的に持っ"一 般性欠如"と いう問題点を解決 していない。 この
点について本研究 は,事例の固有性を捨象す るのではなく,それ も含めて,一 場面に限定 し
た単元モデルを構築す ることによって,特殊事象の情報集約を行 うことを優先的な目的に置
きたいと思 う。この"授業のモデル化"と し.・う方法が第二 の研究上の立場である。単元モデ
ルを構築するための次元 と要素 は,複数の実践記録を分析 した結果決定 したものである。 こ
のことか ら事例のモデル化は,事例間の共通性や基本型の分離に役立つ ものと思われる。最
後に第三点として,教師イ ンタビューによる単元設計意図の抽出および意図 と単元の特色 と
の関連づけをあげたい。教師はある指導上の手だてを実行するとき,それによって実現 され
る子供の変容に関する願いや,その手だての妥当性についての理由づけなどを心に描 いてい
るはずである。 したが ってこの意図 と理由づけの分析 によって,第三者である研究者 には見
えなかった深いレベルでの単元構成の特色を明らかにしたり,それらの経験的妥当性 の裏 づ
けを得 ることが可能になると思われる。
また本研究 は,単元論の先行研究における類型論,教授 一学習過程論,構成要素論を合科 ・






ベルと学期(単 元内)レ ベルにおいて抽出する。その際 教師の単元設計意図の関連づけも




ンタビュー内容のプロトコルを作成 した。〔3)このプロトコルは,第一次集計表に,ペ ー ジ,
決定事項,モ ー ド,競合事項,意図 ・ねらい,理由づけ ・判断,資料 ・要因,と いう様な項目
に分けて整理された。これはさらに第二次集計表によって,関連教科 ・学習内容および教材 ・
・活動 という二っの領域 と,さらに単元構成の特色および意図 ・理由という二領域に共通の小
項目に分けて再整理 された。なおこの第二次集計表は,年間 レベルと学期 レベルの二種類 の
ものを用意 した。














藤池教諭は当研究室と共同で,低 ・中学年 の合科 ・総合学習の授業研究を8年 間にわたっ
て継続 してきた。また,神戸市ではこの分野の リーダー的存在であり,神戸市教育研究所 と
も共同研究を行なっている。教職経験年数 は18年で,その間1学年 を9回,二 学年を4回 担










の暮 らし」の構造を図式化 したものが表1で ある。本単元から,理科 と社会科の統合(関 連

























「ぼ くの木,わ た しの木」














★季節 の新 聞(生 産物 ・生活 ・生 き物)
(春・夏 ・秋 ・冬)
匪 展・一気温・はたらき1
[目標]「春 ・夏 。秋の生物の成長変化 の観察 や,農 家,.商店,工 場の人々の仕事
の様子を知 ることなどか ら,わ た したちの生活 は自然 の移 り変 りや気温
と深い関わ りが あり,そ れ を生か した生活 を している ことに気 付かせて
いく」 ★四季の表(自 然 ・生活 ・気温)(春 ・夏 ・秋 ・冬)
1発展3一もし,自分の好きな季節がずっと続いたら1
[目標 コ「目分の好 きな季節が一年 中続 いた ら,人 間や生物 の生 活はど うな るかを
グループで考え,発 表 しあ うなかか ら,今 ある季節 の変化,気 温 との関
わ りを一層深 く結 びっ けることが できるよ うにする」
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まず第一に,理科 と社会科を始めは平行に学習 し,両者 の学習が終了 したあとに関連づけ








動との関連的指導によって育成 した認識の枠組を社会科の三次 「神戸市の農作物」へ渡 して
学習を行わせたことである。っまり理科での学習は,農家の生産活動の様子を四季に分けて
とらえるための視点を社会科に提供 したことになる。このことによって,両教科を関連づ け




発展学習2ま でに四季という視点から自然現象や社会事象の特徴を学習 しておいてか ら,発
展学習3で はそれ らの特徴をより一層定着させるために,今度 は 「もし自分のすきな季節が
ずっと続いたら」という逆方向の視点から既習事項を検討させた。一っの季節が一年中続 い
て気温が一定のままになったら,植物 もうまく成長 しないし人々の生活 も変化がなくなって
しまうという矛盾に気づかせることによって,気温の季節変化の重要性に注 目させよ うと し








のである。このことか ら,教科問の関連づけのためには,総合目標の設定が第一 ステ ップ と
して重要であることがわかる。(5)第二点の教材 については,先に述べたように,関連づ けの
ための共通の視点(春 夏秋冬)を 枠組として持つことが特徴である。 しか もこの季節表 は,
理科の一次,二次,四次,社会科の三次,そ して発展学習1・2と い うように多用されてい
る。最後に,関連づけられる学習内容にっいてみてみよう。 ここで注 目したいのは,"関連
関連的指導法を用いた単元構成の分析 241
文節"と"非 関連文節"お よび"越境文節"と いう工夫のあり方である。複数教科の関連的
指導 のための単元を設計するとき,各教科のすべての内容が関連づけられるわけではない。
総合 目標 の中で規定されたものだけが関連づけの対象 となる。 したがって本単元の関連文節
は,季節や気温条件を取 り扱 う部分になる。言いかえるなら,社会科において学習す る,気
温以外の自然条件(水,土 地)へ の農家の人々の適応の様子や農業協同組合の社会組織など
は,社会科に固有の内容として独立に学ばれるのである(非関連文節)。さらに,発展学習
2では,本単元以外の社会科単元の内容 も含めて取 り扱 っている。っまり,農家の仕事だけ






ある一つの単元の特徴 は,それだけで独立 して働 くのではない。他の手だてと関連づけ られ
ることによって,複数の手だてのネットワークの一部に位置づけられているのである。 この
手だて間の関連性や階層性を読み取 るには,教師インタビューによってある手だての下位 目
標 と下位手段(あ る場合には,上位目標)を 聞き出す ことが最 も有効であると思われる。二
っめは,本単元の典型性 と固有性をできる限り分離 して抽出することである。このことは本
研究が事例研究であることか ら必要になってくる。設計の意図や理由を単元の特徴とあわせ
て整理することにより,理科の 「おち葉の季節」と社会科の 「農家の くらし」にっいて季節
や気温を中心概念 とする関連的指導を行なう場合に,どの実践にも必要になる単元構成の工










によって自然環境や人々の くらしの様子を調べさせた。 ここでは理科 と社会科の教科別指導
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表2単 元設計意図集計表(年間レベル)
関 連 教 科・学 習 内 容 教 材 。 活 動
単元構成の特色 意 図 ・理 由 単元構成の特色 意 図 ・理 由
①一学期は校区観察の ・その時期 にどんなも ①一学期は、校区地図 。子 供 た ち は 、 ず 一 っ















か 、 そ うい う こ とを 教科別 学期してたもの総合
しないものについて 的にやってきたもの
は、話 してもうわす が、二学期になって
べ りに な るか ら、 む はっきりしてきてる
しろ そ うい う もの で わ けで し ょ。 で、 今
も、見 た こと が な く
て も、見 るよ うに ビ
デ オ持 って く る とか
写 真 を持 って くる と





















・そ れ に 、活 動 は伴 っ がるんだというとこ
ていてスケールは大 うに持 っていくため





































ではなく,校外で子供達に自由に観察を行なわせた。そ して教室に返 ってから,観察内容 を
自然現象と社会事象に分けて整理させた。教師によれば,このように一学期を総合的に取 り
扱 ったのは,一 ・二年での 「生活科」を想定 して三年への以降を緩やかに したり,さ らに,
二学期の教科別の学習に入った時のための基礎的な体験を多 く与えておいたりすることを意
図 したからだという。特に三年の理科や社会科では,子供が体験 したものの中か ら引き出 し
たり,そこに新 しいものをかぶせていく必要があると語 っている。一方,二学期では,「一学
期 と同 じような授業 にした ら進歩がない」「学習のめあて自体が前の繰 り返 しになる」 とい
う理由から教科別指導を計画 した。このような構成は,さらに三学期の学習への布石になっ
ている。っまり,「三学期の社会科 の授業でやる 『違 った土地の暮 らし』 をや るときの比
較思考の材料にしたい」という意図を教師は持っていたのである。さらに,二学期の教科別
指導によって 「季節感 とか気温というものの重要性と人間とのかかわ りを しっかり押 さえて
おかないと,次にいったときに子供の視野が広がっていかない」といった子供の反応を予想
して,それを理由に したのである。
次に,教材 。活動の年間を通 した工夫は二っ抽出された。一っは表現活動の特色であ る。
一学期 は校区地図と自分の観察記録を用いて,自然界や人々のくらしの様子について情報収
集を行 った。これを素材 として,二学期には教科別に 「四季」という整理枠組で,作 文や季
節暦を書いたり,模型を作 ったりした。そ して二学期後半の発展学習では,再度理科 と社会
科の教科別に新聞作 りを して班ごとに発表させ両者の統合をねらった。ここで重要 なのは,
新聞作 りに際 して理科を学んだことをまとめるのかそれとも社会科にするのかを各班 に選択
させたことである。この指導 について教師は,「今勉強 していることが,理科だけに関係あ
ることなんだ社会だけに関係あることなんだというふ うに子供は教科に分けて考えていると
思 うのね。だから今度の本時(発 展2)の 授業にもっていくためには,この理科的な分野 と
社会的な分野が気温 ということにっいてはっながるんだ というところに持 っていくためには,
やはりここ(発展1)は 分けとかないといけないと思 ったの。一一中略 一それを年間 レベルっ
ていうか子供の一年間のグラフでならべてみるとビターっとあう。そうするとまったくこう
別個のものをしてきたと子供達 は思ってたことが,あ ることで一っ くっっ くんやというそこ
のところへ持 っていきたかった。驚きを持たせるという,発見させるという。」と述べてい
る。 もう一っの工夫 は,気温についての学習のさせ方に現われている。本単元において理科
と社会科の内容を統合す るための中心概念である 「気温」の学習についても,年間 レベルで
いくっかの段階を用意 した。っまり一学期では,気温の測定値 とそのときの周 りの様子 をエ





関 連 教 科 ・学 習 内 容
F
教 材 ・ 活 動







・その 作 物 に一 番 適 し
た、 一 番 収 穫 の 多 い


















の、たえず伏線みた・自然条件を生かして 発展一季節新聞 い な もの を こ ち らは
仕事をする、人間関 持 って い た
係と自然環境の利用
法、その関わり方を
・もの の 見 方 な り考 え
方 み た い な もの は 、
い ろん な機 会 を と ら





と い う意 味 で ね 、 こ
う い うっ なが りを持















・子 供 た ち は、 季 節 の
変 化 と い う表 面 的 な
要 因 で と らえ、 気 温
が す ご く影 響 して い
る と い うふ うに は こ
の 時 点 で は と らえ て
い な い






もの 、気 温 とど れ く
らい かか わ って い る











・温 度 ってい うものを 、
生 物 と い うか植 物 や
動 物 の うえ で影 響 を
与 え て い る、 生 物 に
ル けを行なう 定着させるための時 はそれぞれ活動 しや







れ は気 温 が す ご く影
響 して るん だ っ て と
こ に重 点 を お く
・社 会 の 勉 強 して 、 農
作用 とどんどん結びっけ 家のひとも自然環境




活 に生 か して い る 、
気 温 差 に よ って で き
て き た 自然 の 変 化 み
た い な もの が 関 わ っ
の気温の変化 ももっ て い るん だ と い う と




た らな あ と思 っ た
・気 温 が 影 響 して い る
と こ ろ は、 我 々 の人
る ものとしてとらえる 理科→社会科 間生活のなかで も影・新たな思考の体験を 響受けてるんだ とい












ことが特色である。 この点にっいて教師があげた意図は,「観察記録 の不備に気付かせ る」




であったと考えられる。もう一点は,先に単元構造の特色(表1)で も抽出 しておいた こと
であるが,発展学習3を 設定 したことである。これは発展学習2に おいて理科と社会科 の関
連づけの学習を終了 したあとに設定 したものであるために,教師 は,「これが本当に必要で
あるかどうかわからんよ」と述べていることが注目される。 したがって,必ず しも本単元の
必須要素ではないことがわかる。 しか し藤池教諭は,二っのねらいを持 ってこの発展学習3





次に,学期 レベルの教材 ・活動の工夫をみてみよう。まず,季節表を多用 したことがあげ
られる。季節表は,子供達がある学習の小まとめとして作成するものである。この手だてに
ついて教師は,「ものの見方なり考え方みたいなものは,い ろんな機会をと らえてやっとか
ないといけない。あそこ(発展2)で 初めてぽんとやったってなかなか気づ くもん じゃない
と思 うんです。」と語 っている。統合の中心 となる季節変化と気温変化 という視点か ら現象
を見たり,記録をまとめたりす る経験を積んでお くことによって,発展学習2で の関連づ け
の学習を容易にすることを意図 したのである。いわば,"認識枠組の段階的形成"と で も呼
べる手法である。二っめに,気温調べの活動 も一学期から二学期に入ってまで継続 して きた
ことが特色である。教師はこの気温測定の度に周 りの様子 も合わせて記録 させた。この様に
気温と自然や人聞 との結びっきに多 く触れさせておくことが重要になる。なぜなら,気温 と
は,現象の奥で作用する要因であるために,四季の変化と結びっけて理解させることは三年









を中心に授業を進めてきているか ら,やっぱりそれを基礎にしてそこに新 しい知識(人 間の
仕事)を 重ねるというそ ういう形に組み立ててみたんですね。それはなんでかって言ったら,
やっぱり子供自身の思考がスムーズになるであろうということ。それか らむしろ体験をきっ
ちりと押 さえておれば,社会的なものと重ねても重ねやすいん違 うかな一と思 ったんですね。
」と語 っている。言いかえるなら,"直接体験から間接体験への流れ"で ある。 この系列 は,










C.統 合 の ア スペ ク ト
・統 合 の モ ー ド
・統合の機能
・結合子
D。 学 力 の モ ー ド
E,活 動 の モ ー ド
一(D関 連的指導
一 ② 知識 ・技能の関連 ・協応型
③ 知識 ・技能の定着 ・強化型
(融合型)































































































































































本単元の教科聞の関連を図式的に表現 したものが図1で ある。またこのモデノレに使用 した






は,製作 した模型と観察記録 とを対比 させることによって,自分の記録の不備 に気付かせ る
という効果 も意図された。一方,理科 と社会科の間では,理科において自然界 の様子を四季







まず類型論か らは,この単元は合科 ・総合学習の類型 ① 「関連的指導」に相当する。教
師はこの単元を設計するに当たって,各教科のね らいとその関連づけのあり方を授業実施前
に決定 していた。そして,指導要領の目標を参考にして単元の総合目標 と各教科の目標を明








識 レベルの高度化である。一学期の野外観察では,気温測定値と周 りの様子を正確に記録 し
て現象の特徴を知ることか ら始めた。二学期では,それ らの事実を季節別に整理 して季節間




て二学期 の教科別学習においては,その記録ノートか ら観察 したものの特徴を想起す ること
によって,作文や模型に再現 したり季節暦に分類 した りという活動を行なわせた。これを受
けて発展学習では,自作新聞を使 った発表会を設定 して,学習事項を他者に伝達す る活動 を
組んだ。っまり,"観察→記録→整理→伝達"と いう流れになっている。四っめは,理科か
ら社会科への学習内容の流れである。第三学年 という発達段階を考慮すると,自ら体験でき








文にも示 したように,教師は,指導要領の解釈→単元構成のイメージ作 り→単元の総合 目標
の明確化→各時の授業細案の作成→授業実施→発展学習3の追加設計,というプロセスをた
どった。㈹
以上の研究成果を,単元論の先行研究と比較 しなが ら検討する。まず類型論 にっいては,







したために,以上の特殊な手法を抽出できたと思われる。 しか し,単元において子供 の認識






具体化す る教材構成なども特殊的である。手続 き論においては,先行研究にみ られるような
250
目標の明確化 といった細かい分析的作業か ら始めるのではなく,イメージ作りか ら授業細案
へという"粗から密へ"の方向性を持っことがわかった。また,単元の計画段階において構
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ANALYSISOFTHEUNITSTRUCTUREUSINGTHERELATIONALINSTRUCTION
METHOD
ACaseStudy
HiroyukiTANAKA.
ThepurposeQfthisreSearchwastodeschbethecharacteristicsofaninstructionalunit
constructedbyanexper七teacherusingthe"RelationalInstructionMethod"andtorepresentit
byaunitrnodeLThedatawasconectedbyteacherinterviewandanalysisoftheunitplan.The
unitwasnamed"SeasonofFallingLeavesandtheLjfbofPeople."Itindudedtwosu切ectsand
onespedalfield;science``SeasonofFai皿ingLeaves"(9.5耳ours),socialstudies"HowFamlers
Work"(9.5hours)andanadv㎝cedstudy(9.5hours).Theclasswasinthethirdgr3deof層
NishiwakiElementarySchool{nKobe.Theteacherhad18yearsofeducationalexperienceand
shewasconsideredanexpertteacher.TheresearchwasdoneinOctoberandNovemberof1986。
TheresultswereasfoHows;
[UnitStructure]
1.TheteacherconstructedtheunitwiththeintegrationtypeQf"KnowledgeRelationship"
betweenthesψlectsofscienceandsocialstudies.
2.Theteacherconstnlctedtheunitwiththeintegrationtypeof"KnowledgeReinfbrcement"
betweenthesubjectsofsdenceandlanguageandbetweenthesu切ectsofscienceandart.
3.Somelessonsinsciencewererelatedtothoseinsocialstudies(relatedperiods)andtheothers
werenot(unrelatedperiods).
[lnstructionalSequence]
1.Thesequenceofexperienceinthisunitwasf士omthedirect(Fh'stSeme串ter)totheindh2ect
(SecondSemester).Theteacherintendedtoprovidethepupilswiththed虻ectexperienceof
observingthef6aturesofsurrotmdingtreesandofmeasuringthetemperature.Thenthey
wererequiredtomakeamodelofthetreetheyobservedbyretrievhlgthememoryofthe
treewiththeaidofasketchbook.
2.Therewasasequenceofgradualcognitivedevelopment.Thefirststepwasfbrthepupis
justtomemorizethefεaturesoftreesandthetemperaturetogether.Nexttheywererequired
toleamtheseasonalchangesoftemperaturewiththedatatheycoHectedbythemselves.And
thelaststepwastorelatetheseasonaicLangesoftreesandthoseoftemperatureandto
reahzetemperatureasthemainfactorofseasonalchanges.
3.Therewasasequenceofcurriculumtypes.Inthe丘rstsemesterleamingwasdonebyan
activitycuniculum.Inthesecondsemestersubjectcurriculumwasemployedandthetwo
su切ectswereconnectedbytherelationahnstructionmethod.Andinthelastthreeperiods
oftheunitthelessonsweredesignedusinganadyancedstudytointegratethecontentofthe
twosu団ects.
4.Therewasa且owofthecontentfromsciencetosocia夏studies.Thecontentofsciencewas
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leamed丘rst,thenitwasrelatedtothatofsocialstudies.Theteacherintendedtoprovide
thepup皿swiththed辻ectexperiencehlscienceandthentorelateittothecontentofsocial
studies.
[UnitElement]
1.TheoveraHobjectivef6rcurriculumilltegrationwassetfirst.
2.Theunithadacoreconceptわrcu㎡cul㎜integration.Thecoreconceptofths㎝itwas
seasonalchanges.
3.The面thadaco㎜onpo㎞tof樋ewsharedbythetwosu切ects㎜donespeci組 五eld.The
commonpointofviewwasexpectedtoprovidethepupHswithaframeworktoaidthemto
seetheseasonalchangesand.torelatenaturalphenomenaandsocialevents.
4.Thereweretwo㎞dsof㎞s血ction曲tめrcu血c皿 ㎜ 面tegration.Onewasatrgemodel
andtheotherwasaseasontimetable.Theywereintroducedtothelearl並ngsituationtohelp
thepup韮sgetaconcreteimageofseasonalchangesandrelatenaturalphenomenatosocial
events.
Bythisresear¢hsomespeci丘cwaystoconstructanintegrativeunitwerediscovered,They
seemtobeusefulforthe丘eldofilltegratedcurriculum.
